
 

平成 27年 5月より、ページをリニューアルした「保育日記★」！8月より毎月更新に変更しました。 

保育中に出会った子ども達の素敵な姿や、楽しいエピソードなどをお伝えしていきます。 

   

 
 2015.7.26 全クラス ０～5歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄関外のヨーヨーコーナー 

チケットを握りしめて、自分でお店屋さんと 

会話する。ちょっとドキドキしますよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色とりどりの浴衣♡ 

炭坑節とアンパンマン音頭を踊りました。 

 

 

 

 

少し日が経ってしまいましたが、毎年夏に開かれる、ときわぎの夏祭りの

様子をお伝えします！ 

 

今年で 9回目となった夏祭り。毎年良い天気のことが多いのですが、今年

も太陽のギラギラする晴天で 35度を超す真夏日でした‼そんな中、朝

10時からスタート！ 

 

保育園の子ども達と、特別養護老人ホームのおじいちゃん、おばあちゃん

と一緒に夏祭りを開催しています。なので、とても盛大なのです☆ 

 

玄関の外では、お祭りの定番のポップコーン・かき氷・綿菓子・ヨーヨー

があり賑わいます。 

暑くなったら、室内のお店へ（これもときわぎ夏祭りの良いところ♡） 

地域交流スペース等を広げて、広場を作っています。冷房の効いた室内で

も楽しみがたくさんです！ 

 

【子ども盆踊り】 

色とりどりの浴衣で着飾った子ども達でとっても華やかです。浴衣姿は、

女の子はいつもより大人っぽく見え、男の子は男らしくたくましく見えま

すよね。 

夏祭りに向けて覚えた盆踊り♬口々に「ほって～ほって～またほって か

ついでかついで…」とつぶやきながら踊っていましたよ☆ 

 

 

9月号 

夏祭り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達が書いたおサルの顔 

ひとつひとつ表情が違って可愛い♡ 

 

【5歳児クラスのお店】 

保育園の子ども達主催のお店もあります！ 

今年は『おサルのフルーツひろい』 

ゲームに使う道具や景品を作るなど、子どもと一緒に準備をしました。 

子ども達が楽しみにしているのは、店番！ 

30分程度ずつシフト制なのです。 

夏祭りの前からお店屋さんごっこで練習しました。 

 

大きな声で「いらっしゃいませ！」と言い、ゲームの説明をします。 

初めて会う地域の人や、老人ホームのおじいちゃん・おばあちゃんにも人

見知りすることなく、しっかり対応して立派でしたよ。明るい店員さんの

おかげか、チケットは完売となりました！ 

 

次の開催は来年の夏ですが、ぜひときわぎ国領の夏祭りにお越しくださ

い。 

 記事：望月  

  

 

 

 

 

 

 

 2015.8 ひよこ組 0歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだおもちゃの取り合いが多いのですが 

時折、おもちゃを渡しあったりする姿が 

見られるようになってきました。 

（本文中の児童と写真中の児童は関係ありません） 

 

ある日の夕方、それまで遊んでいた Sくんの表情に元気がなくなり、突然

泣き出しました。ちょうどお迎えの時間帯で、お友達が順番に帰って行く

姿を見てさみしさを感じたのかもしれません。 

夕方は、何かものさみしい気持ちになりますよね。この所 Sくんは夕方の

時間ナイーブな気持ちになることがあるのです。 

 

スタッフは、気持ちを切り替えようと遊びに誘っていましたが、なかなか

切り替わりません。 

 

そんな Sくんをそばで見ていた Rくん。Sくんの顔を心配そうにのぞき

込んでいました。二人の姿をそばで見守っていると、元気のない Sくんの

元に玩具を持っていったり、Sくんの周りをハイハイでぐるぐると回り顔

はげまし 

毎年恒例のときわぎ国領の夏祭りは、子どもから大人・高齢者まで楽しめるイベントです！保育園や特別養護老人
ホームの利用者の方々だけにとどまらず地域の方々もたくさん参加され、交流の輪を広げています。室内の広場で
は、たくさんの人がくつろぎながら食事をしたり、会話を楽しんだりしています。夏祭りは、ゲームや模擬店を楽
しむだけではなく、いろんな人とつながるきっかけになっています♪ 



をのぞき込み、笑いかけたりしていました。 

一生懸命 Sくんを励まそうとしているようでした。 

 

始めは Rくんの様子をじっと見つめていた Sくんでしたが、Rくんの励

ましに少しずつ笑顔が戻っていました。 

 

友達に関わろうとしている姿を見て、微笑ましく思ったとともに、友達を

思う気持ちが芽生えているのだなと温かい気持ちになりました。 

 

 記事：榎本  

  

 

 

 

 

 

 2015.9.3 りす組 １歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肩を並べて本を読んでいます。 

（本文中の児童と写真中の児童は関係ありません） 

 

 

 

 

とある日の、Yくん・Mちゃん・Eちゃんの会話♬ 

3人で『きかんしゃトーマス』の絵本を見ていました。 

その時の、様子をお伝えします。 

 

Ⓨ「Mちゃん、これ（が好き）～？」とキャラクターを指差し、 

Ⓜ「これ（が好き）～」 

Ⓨ「ん？スペンサー（キャラクターの名前）？」 

Ⓜ「うん、…ンサー」 

Ⓨ「へぇ～Mちゃん、スペンサー持っているの？」 

Ⓜ「うん、ってるよ～」 

Ⓨ「へぇ～すごいね～！もう おしまーい」 

Ⓜ「おしまーい こうかんこ～」 

お互いの本を渡しあい、仲よく交換をしました。 

 

そこで Eちゃん 

Ⓔ「Eちゃん、トーマスすきなのぉ！」 

Ⓨ「これ？これすきなの？」 

Ⓔ「みせて～」 

Ⓨ「いーよ これトーマスだよ」 

かわいい会話♡ 

ついこの前まで、赤ちゃんだと思っていた 0歳児ですが、友達を気にかけたり、何かを伝えようとする姿から成
長を感じますね。同じ年の友達と毎日一緒に過ごし、触れ合うことは保育園ならではの良さではないでしょうか♬
どんなささやかな出来事でも、子どもの成長に触れると嬉しくなり、思わず笑みがこぼれます♡ 



Ⓔ「トーマスだね、Yくん‼」 

Ⓨ「うん！Eちゃん、エミリーすき？」 

Ⓔ「みせて」 

Ⓨ「いーよ これだよ」 

とやり取りが続いていきました。 

この間、保育者は 3人の関わりを傍で見守っており、一度も仲介すること

はありませんでした。 

 

1歳児クラスの子ども達は言葉がまだ、たどたどしい子も多いのですが、

会話が上手に成り立っており、言葉のキャッチボールを子ども達自身も楽

しんでいるようで、微笑ましい場面だったと感じました。 

 

 記事：石井  

  

 

 

 

 

 

 2015.9 ぞう組 3.4.5歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢で過ごすときは、遊びもシンプルなもの 

を選びます。 

3歳の子も一緒に楽しめる遊びをみんなで 

選んだりもします。 

 

 

 

ぞう組は 3・4・5歳児が一緒に過ごす、異年齢保育をしています。年齢

ごとに分かれて活動することもありますが、異年齢のグループで過ごすこ

ともあります。 

 

異年齢のグループは、パイン・リンゴ・キウイと、果物の名前がついてい

ます。 

年下の子は、かっこいいお兄さんの走る姿を見て憧れを持ったり、 

年上の子は年下の子が困ったときに助けたり、そんな関わり合いが異年齢

保育の良いところです。 

 

年度初め、ぞう組に進級した 3歳児の子は、異年齢グループで過ごしてい

る時間でも、同じ年齢の子と遊ぶ姿が多くみられました。 

 

そんなある日の事、 

3歳児クラスの Sくん。 

お兄さん・お姉さんたちがしている鬼ごっこの仲間に入りたくて、保育者

とても微笑ましい光景ですね。言葉がぐんと増えたり、様々な面で成長が著しい 1歳児期。こうした友達との日々
のやり取りからも成長を感じることができます。まだ、言葉がたどたどしく、保育者が仲立ちすることもありますが、
子ども同士で関わりを楽しんでいるときは、大人はそっと傍で見守っています。 

大丈夫だよ、一緒に走ろう！ 



のところに「いいな～」と言ってきました。 

「入れてって言っておいで」と勧めましたが 

「あし、おそいし～ すぐ つかまっちゃうし～」と躊躇していると… 

 

そんな様子を見ていた Hちゃん。 

Sくんのそばに寄ってきて 

「だいじょうぶだよ、いっしょにはしろう」と誘います。 

「でも…」とうつむく Sくんに、今度は H ちゃん、さっと手を差し出し

てくれました。差し出された手を見た Sくんは、迷うことなく手を握り一

緒に走り出していきました！ 

もちろん、その後は鬼ごっこの仲間に加わり、楽しく遊べました！ 

 

自分の事だけではなく、年下の子の事も気にできる優しい気持ちが育って

いると嬉しく思いました！ 

 

 記事：八幡  

  

 

 

 

 

 

 

 2015.8～9 りす組 1歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月のブルーベリーの木です。 

実はあと少し… 

 

 

 

 

 

ときわぎの花壇の端には、ブルーベリーの木があります。 

昨年はあまり実らず、熟したころに鳥に食べられてしまい、味わうことが

出来なくて、ガッカリしました。 

今年はみんなで楽しもうと、使わなくなった CDをブルーベリーの木の周

りに下げたりして、鳥対策！ 

 

その効果でしょうか!?今年はたくさんのブルーベリーが実をつけ熟しま

した。 

雨でお散歩に出られない時、ちょっとした遊びの時に、ブルーベリーをつ

まむことが楽しみになっています。 

 

近年、ひとりっ子も多くなり、異年齢の子と遊ぶ機会が減ってきています。そんな中保育園では、同年齢の友達
関係が出来てきた 3歳児クラスから、異年齢合同のクラス編成になっています。そうできるのも、ときわぎ国領
は、3歳・4歳・5歳ともに定員 11名ずつという少人数だからこそ可能なのかと思います。 
 
お兄さん・お姉さんへのあこがれや、年下の子への気配りができるのも、子ども達にとって良い経験だと感じて
います。 

ブルーベリーのつまみ食い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手にしたブルーベリーを大事そうに眺めています。 

このあとパクッとしました★ 

 

 

保育者が腰をかがめ花壇の奥の方のブルーベリーを採っていると、子ども

達が集まってきます。よく熟したものは甘みがあるのですが、ほかの甘い

フルーツと比べると、やや酸味も感じます。 

 

でも口に含んだ子どもたちからは「おいしっ」「あまい」と感想が出て、

人気です。遊びのさなか、ちょっとつまめる果物は、少し特別な思いがす

るのかもしれません。 

 

今は、“ふうせんかずら”の実がなっています。風船の中にはハートの模

様が付いた種が入っているので子どもと取って楽しめます。 

園にはほかに、デコポンの木もあります。これから果実の木を増やしてい

く計画もあるのです。自然を食から感じられるのは、とても楽しいですよ

ね。 

 

 記事：宮地  

  

 

 

 

 

 

 

 2015.8～9 ぞう青組 5歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NHKの番組『ピタゴラスイッチ』のピタゴラ装置

☆大人もつい見入ってしまいますよね。 

ドミノ倒しする時は、あのテーマソングを口ずさみ

ながらやるのもお約束です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近、子ども達同士で協力し合い、大きな作品を作ることが多くなってい

ます。その一つが、ドミノと積み木を組み合わせた作品で、通称“ピタゴ

ラスイッチ♬”です。 

 

今まで、ドミノと積み木は別々で遊んでいましたが、ある日一人の子がド

ミノと積み木を使って小さな“ピタゴラスイッチ♬”を作ったことがきっ

かけになり、友達同士「こんな風にしたら おもしろいね！」「丸い積み

木が転がってドミノにあたるようにしよう！」と意見を出し合い、大きな

“ピタゴラスイッチ♬”を毎日のように作るようになりました。 

 

とは言っても、なかなか簡単に完成するものではありません。作っている

途中で、手がドミノに当たり、倒れてしまうことも多いです。ですが、友

達を責めることなく「仕方ないよ！また作り直そう‼」と声を掛け合い、

日々の水やりをしたり、草むしりなどをして大切に育てている保育者の姿を見て子ども達も「大きくなったかな？」
「水あげた？」など気にかけたり、実の変化に気づき保育者と喜び合います。年齢のまだ小さい子たちですが、大
切にしている気持ちが伝わっているのです！また、ほかの木の実や虫も大好きな子ども達が多く、散歩中に見つけ
ると笑顔あふれる楽しい時間を過ごしています。 

自由遊び ピタゴラスイッチ♬ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真剣な取り組みです☆ 

 

 

 

 

完成を目指しています。 

 

また、異年齢クラスなので、3歳児の子が自分たちの遊びに夢中になり“ピ

タゴラスイッチ♬”を崩してしまうこともあります。 

始めは「あ ぁ゙ーーーっ‼」と声を大きく出して悲しみをアピールしてい

たのですが、今では優しく「仕方ないよ。今こっちで作っているから壊さ

ないように向こうで遊んでね」と声をかけてあげられるようになっていま

す。年下の子がわざと崩したわけではない事を理解できるようになったの

でしょう。お兄さんお姉さんになったな～と成長を感じます。 

 

何度も、何度もドミノを倒し、やり直すことで完成した時の喜びは何十倍

にも増します。完成した時はみんなで大喜びをして、いよいよドミノを倒

す時には「3・2・1…」と大きな声でカウントダウン！ 

その声につられて年下の子も見に来ます。 

 

ゴールまでたどり着くと、再び「またやろう！」という声が！ 

次はどんな“ピタゴラスイッチ♬”ができるか楽しみです‼ 

 

 記事：川口  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積み木やドミノ遊びは、時間をかけて作る作品なので、出来上がった時の喜びは大きいですよね。 
でも崩してしまった時は素直に「ごめんなさい」を言えるクラスの環境と、許してあげようと思える気持ちが育っ
ていることが大切ですよね。異年齢ならではの相手を思いやる気持ちや、相手を尊敬する心がこれから、もっと芽
生えてくることでしょう。 


